
総合的な学習の時間 学習指導案 

  指導者 ○○ ○○ 

 

１ 日 時    令和７年１１月〇日（〇） 第〇校時 

２ 学 年    第６学年〇組 

３ 単元名   「思いを未来へつなごう ～第二十三代 ○○の菊づくりから～」 

【伝統の継承で○○のまちとつながる】 

４ 単元について 

 

 

伝統を受け継いだり広めたりする活動を通して、伝統を継承する価値やそこに関わってきた人々の思い

が込められていることを理解し、継承することの意味や自分たちにできることを考え実践するとともに、

○○の地域を大切にし、これからも地域に関わっていこうとする思いを高めることができるようにする。 

   

 

〇 伝統を継承する価値、そこに関わってきた人々の思いを理解し、人々が協力してつながることの大切

 さに気付いている。 

〇 伝統を継承する価値を伝えるために、必要な情報を収集し、課題解決に向けて効果的な方法を根拠に

   整理分析して、表現しようとしている。 

〇 ○○の学校の伝統を継承する一員として明るい未来を願い、今の自分にできることを考え、協働して

取り組もうとしている。 

 

 

本学級の児童に、開校以来２２年間引き継がれてきた菊づくりについてアンケートをした結果、４月は

５５％、７月は７０％の児童が「菊づくりは楽しい」と回答しており、自分事として捉えていることがう

かがえる。 

長年菊づくりに関わってきた地域の方々が、切り口から根を出し、根を張り、たくましく成長していく

菊の姿と子どもたちの生き方を重ねて一人一人が大切に育ててほしい、これからもこの菊づくりが続いて

ほしいと願っておられることを知り、自分たちが伝統を継承することで地域とつながりを深めることがで

きると考えている。 

これまでの活動を通して、○○のまちがつながるように自分たちにできることを考える姿も見られる。

しかし、対話を通じて個々の思いや考えを広げることはできても具現化することが可能なのか、うまくで

きるのだろうか等の不安をもっており、積極的に実践しようとする児童は少なく、受け身がちである。 

 

     

本校では、開校以来２２年間、６年生が地域の方とともに「菊づくり」に取り組んできた。この活動

は長年続けられてきたものであるが、総合的な学習の時間においては、伝統を継承する意味や、そこに

込められた人々の思いに気付くことができる貴重な学習材であると捉えている。 

本単元では、菊づくりの伝統を継承し、自分たちの取組を地域に広める活動を行う。その過程で、菊

づくりに関わってきた人々の思いに気付いたり、その思いを継承することの大切さや価値を理解したり

することができる。また、菊づくりや菊を伝える会を通じて、自分たちが伝統を継承するためにできる

ことを考え、未来に向けて協働して取り組むことができる。その結果、学校と地域のつながりが深まり

地域の明るい未来につながることも期待できる。 

 

 

地域ボランティアや植物公園と連携して、菊づくりや菊を伝える会等への協力が得られやすい環境を

整えることで、自分たちが活動する中で生まれる課題を解決したり、地域とのつながりに必要なことに

 目標  

単元の価値 

 働きかけ・環境設定  

現在の子供の姿 

目指す子供の姿 

○○小学校 



ついての情報収集ができるようにしたりする。このように課題を解決したり、情報収集したりするため

に計画的に交流やインタビューの機会を設定する。また、児童が菊づくりや地域とのつながりについて

課題意識をもったり、学習に対する関心が継続的に高められたりするように、菊づくりの記録などを掲

示し、環境を整備する。 

他にも、同様の伝統継承活動を行っている地域や学校の実践事例を収集し、自分たちの活動と比較し

ながら改善、発展できるようにする。 

 

 

菊を伝える会開催についての話し合いでは、国語科「みんなで楽しく過ごすために」の学習を生かして

目的や条件に応じて話し合うことができるようにしたい。また、家庭科「ともに生きる地域の生活」の学

習とつなげ、地域の明るい未来を考えながら、地域の一員としての自覚をもち、協働的に計画を立てるこ

とで地域へ貢献をしていこうとする思いを高めたい。 

 

５ 単元の評価規準 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 伝統を継承する価値、そこ

に関わってきた人々の思いを

理解し、人々が協力してつな

がることの大切さに気付いて

いる。 

〇 伝統を継承する価値を伝える

ために、必要な情報を収集し、

課題解決に向けて効果的な方法

を根拠に整理分析して、表現し

ようとしている。 

〇 ○○小学校の伝統を継承する一

員として明るい未来を願い、今の

自分にできることを考え、協働し

て取り組もうとしている。 

① 菊づくりの伝統を地域の人

と協力して守ることで、地域

とつながるのではないかと理

解している。 

 

 

② 目的に応じて、インタビュ

ーやアンケートを考え、実施

している。 

 

 

③ 伝統継承に対する認識の高

まりは、菊づくりや地域をつ

なげようと探究的に学習して

きたことの成果であると気付

いている。  

① 菊づくりや菊を伝える会を通

じて自分たちが地域のために協

働して取り組むことが、地域と

の未来につながるという課題を

明らかにしている。 

 

② 伝統を継承する価値を伝えた

り、地域を大切にするための活

動に必要な情報を、対象に応じ

た方法で収集したりしている。 

 

③ 課題の解決に必要な情報を取

捨選択したり、複数の情報を比

較したり関連付けたりしながら

解決に向けて考えている。 

 

④ 相手意識や目的意識を明確に

して、伝統を継承する価値を伝

えている。 

① 探究的な活動を通して、自分と

地域との関わりを見直したり他者

との対話を通して考えを深めたり

しながら、自他のよさを認めてい

る。 

 

② 伝統を継承する価値を伝えるた

めに他者の意見や地域の声を生か

しながら、協働して課題の解決に

向けて取り組もうとしている。 

 

③ 未来へ思いをつなぐために、自

分たちにできることは何かを考え

実行しようとしている。 

出会う学びの財・環境（ひと・もの・こと） 

菊ボランティア  こころ自治会  ○○のまちで暮らす人  ５年生   植物公園職員 

つながる学び 



６ 指導と評価の計画 （全７０時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元１ 

学校や地域の人々と 

菊づくりをしよう！ 

小単元２ 

菊の伝統を広める菊を伝え

る会をしよう！ 

小単元３ 

思いを未来へつなごう！ 

課題の設定 

菊づくりの伝統を引き継ぎ、地

域に広げるために自分たちにで

きることを話し合う。（思①） 

 

 

（３ｈ） 

菊づくりの価値や未来の○○

に向けた自分たちの思いを広

めるためには、どんな菊を伝

える会にすればよいのかを話

し合う。（思①） 

（３ｈ） 

菊づくりや菊を伝える会の

経験から、伝統を継承して

いくためには、次年度に向

けて何をすればよいのかを

話し合う。（思①） 

（２／３ｈ） 

情報の収集 

菊づくりの伝統や関わってきた

人の思い、育て方について知る

ために、ゲストティーチャーの

話を聞いて情報を集める。 

（思②） 

（６ｈ） 

菊を伝える会を開くために、

去年の菊を伝える会や地域振

興課の方の話を聞いて、情報

を収集する。（知②、思②） 

 

（４ｈ） 

伝統を継承していく上で新

たに出てきた課題を解決す

るために必要な情報を収集

する。（思②） 

 

（６ｈ） 

整理・分析 

学校や地域の人たちが、共に菊

づくりをしてくれるためにはど

のようにすればよいのかを考え

る。（主①） 

（８ｈ） 

菊づくりの価値や未来の○○

に向けた自分たちの思いを広

めるための菊を伝える会の運

営方法を考える。（思③） 

（１２ｈ） 

受け継いだ思いを継承する

ための活動や引き継ぎたい

内容を整理する。 

（思③、主②） 

（８ｈ） 

まとめ・表現 

伝統を継承していくためには、

菊づくりの歴史やよさを地域に

広げ、共に育てていく必要があ

るということに気付く。 

（知③）  

 

（６ｈ） 

伝統の継承や○○のまちとつ

ながることへの自分たちの思

いを、菊を伝える会で表現す

る。伝統を継承するためには

継続して地域とつながること

が必要であると気付く。 

（知①、思④）  （６ｈ） 

伝統の継承や地域とのつな

がりのために自分にできる

ことを考え実行したり、協

働したりすることが、○○

の明るい未来につながると

いうことに気付く。 

（知③、主③） （４ｈ） 

探究の過程の構想 

学校や地域の人々と 

菊づくりをしよう！ 

（２０時間） 

菊の伝統を広める 

菊を伝える会をしよう！

（２５時間） 

思いを未来へつなごう！ 

（２５時間） 



７ 本時の目標 

菊を伝える会の振り返りやアンケートを基に、未来に思いをつなげたり、伝統を継承したりしていくために、

これから自分たちが取り組むことを考える。【思考・判断・表現①】 

 

８ 本時の学習展開 

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ 前時までの振り返りを行う。 

 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

 

３ 自分の考えを伝え合い、全体で共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時を振り返り、次時にしたいことを考える。 
   
 
 
 
 
 
 

 

 

 

〇 菊を伝える会の振り返りやアンケートの結果を

基に気付いたことや考えたことを伝え合えるよう

に、前時までの学習を想起する。 

 

 

 

 

 

 

〇 これから取り組むべきことが考えやすくなるよ

うに、視点ごとに板書する。 

  ・菊を伝える会を終えて（振り返り） 

ボランティア お礼 

伝えられなかったこと 

     今後のために残したいもの（表現方法） 

 

  ・どうする（未来へ） 

     まとめる（作る） もっと伝える 

 菊を育てる 菊の今後について調べる 

 ５年生に引き継ぐ（次年度に向けて） 

 

 

 

 

 

〇 伝統を継承するという意識をもって、具体的な

取組を考えられているか確認する。 

 

 

 

 

 

 

〇 今後取り組む課題に気付くことができるように、

自分たちの取組が続いていくことが伝統を継承す

るということにつながるという視点を加える。 

本時の見どころ【教師のファシリテート】 

★思考を深めていくために、根拠を基に他者と

自分の考えを共有する場面を設定する。 

菊を伝える会を振り返り、これから取り組むことを見付けよう。 

去年より、ボランティアが増えたのは、自

分たちの思いが伝わったのかもしれない。だ

から、菊づくりの伝統を絶やさないように、

もっと多くの人に伝える方法を考えたい。 

これから、今の菊をどうするか考えな

くちゃ。まずは、５年生に菊を引き継ぐ

まで大切に育てたい。引き継ぐために何

をすればいいかな。どんなふうに引き継

げば、これまで関わってきた多くの思い

がつながるかな。 

菊づくりの伝統を知らない人が多く

いたから、菊を伝える会で伝えること

ができてよかった。これから先も、菊

づくりに込められた思いや願いを知っ

てもらえるようにこれまでの活動や自

分の思いを〇○にまとめて残したい。 

菊づくりに協力していただいている

おかげで、ずっとこの伝統が続いてい

る。感謝の気持ちを伝えて、これから

も協力してもらえるようにお願いした

い。でも、ご高齢だな…どうすればい

いだろう。 

伝統をつないでいくために、これから取り組みたいことが見付かりました。次の時間から具体

的に考えたり作成したりしたいと思います。（学んできたことを分かりやすくまとめる。今の５

年生へ引き継ぐ内容を考える。協力してくださった方へ感謝の気持ち伝える。今の菊を引き継ぐ

までどう育てればよいのかを調べる。） 



８－１板書計画 

   
９ 本時の評価規準と目指す子供の姿 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【思考・判断・表現①】 

 菊づくりや菊を伝える会を通

じて自分たちが地域のために協

働して取り組むことが、地域と

の未来につながるという課題を

明らかにしている。（振り返りノ

ート） 

 

 

〇 未来に思いをつなげたり、伝統を継承したりしていくために、菊を

伝える会の振り返りやアンケートから、今後自分たちが取り組むこと

を考えている。 

 

・ 伝統をつないでいくために、これから取り組みたいことが見

つかりました。次の時間から具体的に考えたり作成したりした

いと思います。 

・ 学んできたことを分かりやすくまとめる。今の５年生へ引き

継ぐ内容を考える。協力してくださった方へ感謝の気持ちを伝

える。今の菊を引き継ぐまでどう育てればよいのかを調べる。 

 

１０ 本時の見どころ  

・ 菊を伝える会の振り返りやアンケートを基に対話することが、伝統を継承していくための取組を考える

手立てになっていたか。 

・ 対話を今後の目的に向かうようにつなぐことで、児童の思考に深まりや広がりが見られたか。 

めあて 菊を伝える会を振り返り、これから取り組むことを見付けよう 

菊を伝える会を終えて         どうする（未来へ向けて） 

・菊づくりボランティアの人数が増えた 

・知らない人が多くいた 

・引き継ぐまで、菊をどう育てるのか 

・菊づくりの伝統をつなぎ続ける 

・５年生に引き継ぐ 

・協力してくださった方へのお礼 

・学んだことをまとめる 

（思い・今年度の活動・歴史・育て方） 

・５年生に引き継ぐ内容を考える 

・来年のための資料を作る（今年困った

ことやアドバイスを中心にまとめる） 

・５年生に引き継ぐまでの育て方 

・お礼の方法を考え伝える 


